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 本プロジェクトは、2011年、12年、13年に引き続き、 4 回目となる市内・外合わせて52の仮設
住宅団地の自治会長等へのインタビュー調査を、2014年 8 月に実施している。 
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域再生まちづくりの支援活動の概略についての記録を掲載している。    







【キーワード】 東日本大震災  仮設住宅団地  地域再生支援  エンパワメント   








  1 ．高田町の仮設住宅 
  2 ．竹駒町の仮設住宅 
  3 ．横田町の仮設住宅 
  4 ．気仙町の仮設住宅 
  5 ．米﨑町の仮設住宅 
  6 ．広田町の仮設住宅 
  7 ．小友町の仮設住宅 
  8 ．矢作町の仮設住宅 
  9 ．住田町の仮設住宅 
 Ⅰ 陸前高田地域再生支援研究プロジェクトの調査活動について 
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住宅および被災地域におけるコミュニティの形成のあり方を共に模索しながら、今後の復興におけ
る地域再生のモデルづくりに寄与することを目的として、今日まで活動を続けてきている。 

















大学院人間社会研究科研究倫理委員会に審査を申請し、承認を得ている（2014年 7 月16日付け 法
政大学大学院人間社会研究科研究倫理委員会 研倫第140101号）。 
 Ⅱ ４年目を迎えた仮設住宅における暮らしの概要 
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表１ 今回の調査で自治会長が把握している仮設住宅団地の概況 



















































































高田町 9/9  497  86  63  57  11  72  10   8  40  73  71 
竹駒町 5/5  255  21  13   20  11  13   5   2   9  43  33 
横田町 5/5  195  18   5   3  17  18   0   1  16  11   4 
気仙町 8/9  150  24  13   4  17  22  13   6   2  12   8 
米崎町 7/8  256  53  17  17  13  34   8   3  17  27   5 
広田町 3/3  194  18  18   3  19  32   6   6  11  15   5 
小友町 4/5  242  38  30   8  25  31  13   6  10  20  10 
矢作町 4/5  109  14  12   4  17   7   2   2   2  25   9 
 計 45/49 1,898 272 171  116 130 229 57 34 107 226 145 
住田町 3/3    66 半数 15  9  18   0   2   0 3 12   1 

























  －高齢者・子どもなど配慮が必要な人の状況－ 
 次に、独居高齢者や要介護高齢者、障害者、子どもなど配慮が必要な人たちの状況について述べ
ることとする。 
 独居高齢者は、自治会長が把握しているのは、229人と居住世帯数の約 1 割強となっている。地
域別でみると高田町、広田町、小友町などの比率が高くなっている。また、10人から30人以上い
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 災害救助法に基づく仮設住宅は、もともと長期利用を想定しておらず、耐用期間は 2 年であり、










  4 年目を迎えた仮設住宅団地では、そのコミュニティ形成の状況について、かなりの変化が見
受けられた。また、今後大きく変化することが予測される。 
 特に、市内の団地ではこの 1 年間で自治会長が交替した団地が、 9 ヶ所と約 5 分の 1 強となって
居住４年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 
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  8 月 5 日は、地元中学生らが約 3 時間をかけて広田町内 7 地区の逃げ地図を作成し、 8 月24日はそ
居住４年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 
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れを踏まえ、消防団員をはじめ地元住民ら60名ほどが 6 グループに分かれて津波からの避難計画や
防災計画、復興まちづくりについて意見を出し合った。 


















消防団員が20名ほど集まった第２回広田地区逃げ地図ワークショップ（ 8 月24日） 
 
３．米崎町脇の沢漁港周辺地区まちづくり懇談会 
  8 月 4 日と 8 月23日に米崎町の「再生の里ヤルキタウン」で住民有志が開催した脇の沢漁港周辺
地区まちづくり懇談会に、宮城孝教授ら本プロジェクトチームのメンバーが招かれ、米崎町内の仮
設住民らと意見交換を行った。 
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Ⅳ 外部支援団体の関与について 
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 高田町には 9 団地、合計513戸の仮設住宅が建設されている。インタビューの結果、現在は497世
現代福祉研究 第15号（2015. 3） 
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帯が入居しているが、その内、行政の派遣職員や教員、目的外居住者（被災者以外）を除いて、震
災で家を失った方の入居のみを数えると457世帯となる。その内398世帯は震災前にも高田町に居
住している。次いで、気仙町48世帯、米崎町 5 世帯、広田町 4 世帯、竹駒町 2 世帯となる。 
 
居住者の転出入 
 これまでの転出は 9 団地の総計で86戸、転入は67戸である。転出は住宅の自力再建（63世帯、ほ
とんどが市内での再建。高田町での再建が多く、一部、米崎や竹駒での再建もある）によるものが
一番多く、次いで他市への引越し（ 9 世帯）、他の仮設住宅への移動（ 4 世帯）となっている。 
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のか。新たな体制の構築が必要になって来ると思われる。         








 敷地内の水はけ改善のため側溝整備を市・ 県に求めた経緯を聞く（西和野仮設） 集会所で会長にインタビュー （高田高校仮設） 
居住４年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 
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■竹駒町の仮設住宅 
はじめに 




























の管理について心配する意見が出されていた。      
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    相川団地周辺に建設されたアパート        滝の里団地ヒアリング風景 
 ■横田町の仮設住宅 
はじめに 
 横田町には 5 団地、218戸の仮設住宅が建設されている。現在は195戸入居しており、約 1 割が空
き室となっている。横田町の仮設住宅は横田中学校仮設が94戸、横田小学校仮設の54戸と規模が
大きく、他の仮設は34〜12戸と小規模な団地である。入居している世帯は被災前、高田町・気仙










するという状態が続いている。      
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  横田小・横田中学校の仮設グラウンド           狩集団地の環境変化                          （左：集会所、右：団地内倉庫）    
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二を除く 8 団地172戸のうち、この 1 年間での転出戸数は24戸（14％）を数える。市内での住宅再
建による転出が多く、一部には家族や親戚を頼って市外へ移転した世帯もいるとのことである。一
方、転入は 7 戸（ 4 ％）で応援職員の入居や世帯分離によるものが主となっている。 
 
空き住戸の利用と管理 
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高齢者と子どもの暮らし 
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 また、昨年の 7 月に県から沿岸の防潮堤を12.5ｍのL字型で建設されるという説明会があった。
自治会長の中には、景観が著しく悪くなることや塀の向こうに怖い海というイメージを子どもに植
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 住戸総数は、292戸となっており、居住者の元の居住地区は、地元の米崎町が約 6 割強、高田町
が 2 割強となっており、残りは気仙町、小友町、広田町が若干となっている。堂の前を除き、これ
までの転出世帯は、55世帯（暫定数）で、20％程度となっている。昨年が高畑を除き20戸なので、
























    
居住４年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 
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自治会活動 


























が、月 2 回のサロンや月 4 回程度巡回してくれているとの声もあった。 
 仮設連絡会の仮設支援員については、十分に自治会長と連携が取れていないことがうかがえ、一
部チラシの配布方法について厳しい声があった。今後、自治会長さんの負担が増すことを考えると、
より十分な連携のあり方が求められる。      
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  自治会長さんにインタビュー（佐野仮設）      西風道仮設の整備された花壇 
 ■広田町の仮設住宅 
はじめに 











































計画を持っている。      
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   広田水産高校仮設と高台移転地の造成       進む広田町の高台移転地の造成 
 ■小友町の仮設住宅 
はじめに 
 小友町には、獺沢（モビリア）地区、矢の浦地区、三日市地区、柳沢地区、戝当地区の計 5 か所
居住４年目を迎えた岩手県陸前高田市 
仮設住宅における被災者の暮らし 
































現代福祉研究 第15号（2015. 3） 















































    一戸建ての仮設住宅（モビリア）        インタビューの様子（モビリア） 
 ■矢作町の仮設住宅 
はじめに 
 矢作町は、陸前高田市の最西部に位置し、 8 つの町の中でもっとも面積が広い地区である。しか
し居住人口は陸前高田市全体（20,460人［H26.08.31現在］）の 1 割程度の1,860名ほどで、横田町、
竹駒町、についで 3 番目に少ない町と言える。矢作町仮設住宅は 5 つの仮設団地から構成され当初





 仮設住宅に暮らすようになって 3 年半がすぎ、昨年に比べて、更に住居設備の破損やカビの発生、
害虫の増加について多数の報告があった。また修繕についても県などの対応が不可能な状況や部品
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 住田町の 3 団地の昨年 8 月から今年 7 月末までに転出した戸数は合計15戸だった。震災前居住地












 冬期に雪が深い中上団地では、団地内に雪捨て場が必要として、自治会の要望により空き家 3 戸







 2014年 8 月 4 日現在、89戸が現地に所在し、そのうち66戸が居住用に利用され、 5 戸が自治会等
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 住田町の仮設住宅には要介護の高齢者が 2 人いる。いずれも中上団地の居住者で、住田町のディ
サービスを利用している。 
 15歳未満の子どもは、未就学児が 3 人、小学生が12人、中学生が 1 人の合計16人となっている。
昨年の調査から 4 人減ったが、各団地に 4 人以上住んでいる。 
 高校生は本町団地に 2 人いるが、世帯分離して住戸を 2 戸使っている。住田町仮設住宅団地では
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   払い下げで解体撤去された敷地（中上）    家の前を奇麗に花で飾った住戸（本町） 
 
執筆者（執筆順） 










楡井 将真（岩手大学三陸復興推進機構 生活支援部門ボランティア班 プロジェクトマネジャー） 
 
 
 
 
